
新
社
会
党
は
２
月
27
日
の
大
会
で

ウ
ク
ラ
イ
ナ
問
題
で
次
の
よ
う
な
決

議
を
し
ま
し
た
。

ロ
シ
ア
軍
は
２
月
24
日
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
に
侵
攻
し
、
首
都
キ
エ
フ
を
含
む
複

数
の
都
市
で
軍
事
施
設
な
ど
を
攻
撃
し

た
。
ロ
シ
ア
は
ウ
ク
ラ
イ
ナ
東
部
二
州

の
「
政
府
」
の
支
援
要
請
に
よ
り
「
ウ

ク
ラ
イ
ナ
を
武
装
解
除
し
、
ロ
シ
ア
系

住
民
を
抑
圧
し
た
人
物
を
裁
く
」
と
表

明
し
た
。
ま
た
、
核
兵
器
大
国
で
あ
る

こ
と
を
誇
示
、
威
嚇
す
ら
し
た
。
こ
れ

ら
は
明
ら
か
に
平
和
へ
の
挑
戦
で
あ
る
。

一
方
、
米
国
は
軍
事
の
行
使
と
核
の
威

嚇
で
米
国
中
心
の
国
際
秩
序
を
強
要
し

て
き
た
。
米
国
は
「
す
べ
て
の
責
任
は

ロ
シ
ア
に
あ
る
」
と
糾
弾
す
る
が
、
ソ

連
崩
壊
後
、
米
国
を
盟
主
と
す
る
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
は
ロ
シ
ア
周
辺
へ
の
軍
事
的
包
囲

網
を
拡
大
し
て
き
た
。

新
社
会
党
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
に
抗
議
し
、
直
ち
に
撤
退
を
要

求
す
る
。
同
時
に
す
べ
て
の
関
係
者
が

即
時
停
戦
し
、
各
国
が
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟

方
針
の
見
直
し
を
も
と
に
外
交
努
力
を

継
続
す
る
こ
と
を
要
求
す
る
。

新
社
会
党
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
を

奇
貨
と
し
た
日
本
の
改
憲
勢
力
の
策
動

を
許
さ
な
い
。
自
民
党
や
維
新
は
Ｎ
Ａ

Ｔ
Ｏ
を
「
弱
腰
」
と
し
、
「
台
湾
有
事
」

や
「
北
方
領
土
問
題
」
に
ひ
き
つ
け
て

「
防
衛
力
強
化
」
を
喧
伝
し
て
い
る
。

岸
田
首
相
も
「
ア
ジ
ア
の
秩
序
に
か
か

わ
る
事
態
」
と
強
調
す
る
。

平
和
憲
法
９
条
を
持
つ

日
本
こ
そ
、
冷
静
に
事
態

を
見
定
め
、
「
武
力
で
平

和
は
創
れ
な
い
」
と
世
界

に
発
信
す
べ
き
で
あ
る
。

以
上
決
議
す
る
。
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委員長 岡﨑ひろみ

７月・改憲阻止の参議院選共同選挙へ

比例に 岡﨑彩子さんを決定
さい

新
社
会
党
は
２
月
の
定
期
全
国
大
会
で
新
社
会
党
兵
庫
県
本
部
所
属
の
岡

﨑
彩
子(

42
歳)

を
社
民
党
と
の
参
議
院
比
例
区
共
同
名
簿
に
登
載
す
る
こ
と

を
決
定
し
ま
し
た
。

岡
﨑
彩
子
さ
ん
は
ロ
ス
ジ
ェ
ネ
世
代
と
し
て
、
雇
用
や
ジ
ェ
ン
ダ
ー
問

題
を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
経
験
し
な
が
ら
、
ど
ん
な
弱
い
立
場
の

人
で
も
人
間
ら
し
く
働
き
、
生
き
ら
れ
る
社
会
へ
の
変
革
を
め
ざ
し
て
活
動

し
て
き
ま
し
た
。

岡﨑彩子プロフィール
■1980年、明石市生まれ

■神戸市外国語大学外国語

学部国際関係学科卒業■20

09年から新社会党兵庫県本

部に勤務・青年運動や女性

運動にかかわる■2021年

から新社会党兵庫県本部書

記次長に就任

女
・
シ
ン
グ
ル
・
そ
れ
で
も

生
き
て
い
け
る
世
の
中
に

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
抗
議
し
、
平
和
的
解

決
を
求
め
る
決
議



■
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
か
ら

満
10
年
に
な
る
２
０
２
１
年
３
月

11
日
以
降
、
被
災
者
の
前
に
「
時

効
」
と
い
う
壁
が
立
ち
は
だ
か
り
、

東
電
が
損
害
賠
償
請
求
を
断
る
ケ
ー

ス
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
東
電
は

「
三
つ
の
誓
い
」
（
図
参
照
）
で

賠
償
請
求
を
断
ら
な
い
と
し
て
い

ま
す
が
、
賠
償
に
応
じ
な
い
ケ
ー

ス
が
相
次
い
で
い
ま
す
。

■
２
０
２
０
年
以
降
、
事
故
の
損

害
賠
償
を
原
子
力
損
害
賠
償
紛
争

解
決
セ
ン
タ
ー
（
原
発
Ａ
Ｄ
Ｒ
）

の
和
解
案
を
東
電
が
拒
否
し
、
手

続
き
を
打
ち
切
ら
れ
た
住
民
は
１

万
７
千
人
に
上
り
ま
す
。
や
む
な

く
住
民
側
は
裁
判
に
訴
え
て
い
ま

す
。
今
や
原
発
事
故
被
害
者
に
対

す
る
賠
償
や
支
援
は
ほ
ぼ
あ
り
ま

せ
ん
（
表
参
照
）
。
一
方
、
全
国

約
30
の
福
島
第
一
原
発
事
故
関
連

訴
訟
も
続
い
て
い
ま
す
。

原
発
事
故
か
ら
11
年
。
福
島
県

は
、
避
難
者
数
は
３
万
６
１
９
２

人
（
２
０
２
１
年
２
月
現
在
）
と

し
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
約
８
万

人
が
避
難
し
た
ま
ま
で
す
。
国
・

県
は
、
仮
設
住
宅
か
ら
公
営
住
宅

に
入
居
し
た
人
や
、
避
難
先
で
住

宅
を
再
建
し
た
人
を
含
め
て
い
な

い
か
ら
で
す
。

２
０
２
０
年
３
月
末
に
は
、
第

一
原
発
立
地
自
治
体
の
大
熊
町
・

双
葉
町
を
除
く
帰
還
困
難
区
域
避

難
者
へ
の
県
の
住
宅
無
償
提
供

も
打
ち
切
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
自
主
避
難
世
帯
の
家
賃
を

２
倍
に
し
、
退
去
と
賃
料
支
払

い
の
提
訴
を
す
る
な
ど
、
非
人

道
的
な
対
応
を
続
け
て
い
ま
す
。

原
発
避
難
者
は
、
賠
償
や
支

援
の
打
ち
切
り
で
生
活
に
困
窮

し
、
浪
江
町
の
生
活
保
護
世
帯

は
、
２
０
１
６
年
に
14
世
帯
か

ら
２
０
年
は
74
世
帯
に
増
加
。

原
発
事
故
に
「
時
効
」
は
あ

り
ま
せ
ん
。
国
と
東
電
に
原
発

事
故
の
責
任
を
と
ら
せ
、
損
害
賠

償
と
支
援
を
続
け
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

『 週 刊 新 社 会 』 号 外
(1988年１月18日第三種郵便物認可)

2022年３月

新社会党機関紙「新社会」を読みませんか

月４回発行・タブロイド判・月額700円・送料１６８円

お問い合わせ先

「
時
効
」
は
な
い
原
発
事
故

不
当
な
損
賠
打
切
り

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
大
事
故
か
ら
11
年
が
経
ち
ま
す
。
壊
れ
た

原
子
炉
格
納
容
器
の
廃
炉
作
業
は
遅
々
と
進
ま
ず
、
放
射
性
汚
染
水
の
「
海
洋
投
棄
」

ま
で
計
画
。
他
方
、
原
発
事
故
被
害
者
、
避
難
者
の
損
害
賠
償
や
各
種
保
証
を
東
京

電
力
や
福
島
県
が
打
ち
切
る
処
置
が
進
ん
で
い
ま
す
。
原
発
事
故
の
「
時
効
」
は
あ

り
ま
せ
ん
。

欧
州
連
合
が
原
発
を
「
ク
リ
ー

ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
と
す
る
動
き
に

対
し
、
小
泉
純
一
郎
氏
ら
５
人
の

首
相
経
験
者
は
「
多
く
の
子
ど
も

た
ち
は
甲
状
腺
が
ん
に
苦
し
ん
で

い
る
」
「
亡
国
の
政
策
」
と
１
月

27
日
に
連
名
で
欧
州
連
合
に
撤
回

を
求
め
る
書
簡
を
送
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
自
民
党
高
市
早
苗

政
調
会
長
、
内
堀
雅
雄
福
島
県
知

事
、
山
口
壯
環
境
大
臣
ら
が
元
首

相
経
験
者
５
人
に
抗
議
。
福
島
原

発
事
故
の
甲
状
腺
被
曝
は
「
確
認

さ
れ
て
い
な
い
」
と
す
る
も
の
。

１
月
27
日
、
事
故
当
時
17
歳
～

27
歳
の
男
女
６
人
が
「
放
射
線
被

曝
に
よ
る
甲
状
腺
が
ん
に
な
っ
た
」

と
東
京
電
力
に
総
額
６
億
１
６
０

０
万
円
の
損
害
賠
償
請
求
。
ま
た
、

38
万
人
い
る
18
歳
以
下
の
人
の
中

で
、
２
２
２
人
が
甲
状
腺
摘
出
手

術
を
受
け
て
い
ま
す
。

政
府
、
財
界
の
「
不
都
合
な
真

実
」
隠
し
、
被
害
者
、
避
難
者
の

切
り
捨
て
、
原
発
事
故
の
責
任
回

避
と
棄
民
政
策
は
許
せ
ま
せ
ん
。

あれから1１年 福島原発事故

18

歳
以
下
、
38

万
人
中
２
２
２
人
が
甲
状
腺
摘
出
手
術

（全日本民医連・HPより）


